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火遊び・花火による火災の防止火遊び・花火による火災の防止

奥尻消防署通信奥尻消防署通信奥尻消防署通信奥尻消防署通信

〇火遊びによる火災を防止しましょう〇

☆子供の火遊びによる火災防止のポイント☆

☆花火を安全に遊ぶポイント☆

〇花火は安全に楽しく遊びましょう〇

　令和7年全国で火遊びによる火災件数は４９１件発生しています。
　子供だけで火遊びをする時に発生することが多く、火災の発見が遅れ、火災が拡大する要因になります。
　火遊びによる火災のうち、「ライター」や「マッチ」から発生する火災が多くなっています。
　火遊びによる火災を未然に防ぐためにも、大人が子供たちに対して正しい火の取扱い方や火災の恐ろし
さを教える必要があります。火を使う前は、子供たちと火の取扱い・火災の恐ろしさについて話し合うよ
うにしましょう。

　夏の風物詩といえば「花火」。子供たちも夏休み期間でとても楽しみな季節になります。
　しかし、遊び方を間違えると、気軽に楽しめる花火も火災や火傷などの事故に繋がります。
　火災や火傷などの事故が起こらないよう遊び方には十分注意し、楽しい夏の思い出にしましょう。

１　子供だけを残して外出しない
２　�ライターやマッチを子供の手の届くところに

置かない
３　子供だけで火を取り扱わせない

４　�火遊びをしているところを見かけたら注意す
る

５　�火災の恐ろしさ・火の取扱いについて教育す
る

１　風の強いときは花火をしない 
２　�燃えやすいものがなく、広くて安全な場所を

選ぶ 
３　子供だけでなく大人と一緒に遊ぶ 

４　説明書をよく読み、注意事項を必ず守る 
５　�水バケツを用意し、使った花火は必ず水につ

ける

インスタグラムで奥尻消防署の活動を配信中！
ぜひフォローしてください！！ HIYAMA.OKUSHIRIFD

　８月２６日「火山防災の日」をご存じですか？火山防災についての関心と理解を深めていただくため、
１９１１年（明治４４年）８月２６日に浅間山に日本初の火山観測所が設置され、観測を開始した日にちな
んで定められました。
　気象庁のホームページ「火山防災の日」特設サイトでは、
火山や火山防災について学ぶコンテンツを用意しています。
ｅラーニング「火山災害から命を守る」では、動画とワークシー
トで火山防災についての基本知識と防災対応を整理するこ
とができますのでご活用ください。

火山防災の日

「火山防災から身を守る」
eラーニング教材

「火山防災の日」
特設サイト
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　７月１３日（月）午前９時から、奥尻商工会の三部会（観光部会・商業部会・工業部会）が共同で、町の
観光スポットなべつる岩周辺の清掃活動を行い、雑草の除去やごみの回収などに汗を流しながら、町の大切
な景観を美しく整えました。
　観光部会長の辻󠄀八重子さんは「観光客の方が気持ちよく観光してくれたらうれしい」と話していました。
　奥尻町を代表する観光スポットが、地域の皆さんの手によって大切に守られています。

　７月３日（金）・４日（土）の２日間、奥尻高校にて記念すべき第
５０回奥高祭が行われました。
　今年は晴天に恵まれ、１日目は生徒たちの手作りの行燈を掲げて町内
を練り歩き、勇壮なよさこいソーランを披露しました。
　２日目、教室企画ではカジノやお化け屋敷、手作りのフォトブースが
並び、子どもから大人まで盛り上
がる盛況ぶり。体育館企画では、
太鼓の迫力ある演奏や、有志発表
のダンス、パワフルな歌唱、バン
ド演奏で盛り上がり、生徒たちの
練習の成果が開花した、記念すべ
き学校祭となりました。

【今月の表紙】奥尻商工会三部会がなべつる岩を清掃

第５０回奥高祭が行われました！
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を開催します!

北部地区・南部地区でそれぞれ月に1回開催しています。
みんなで集まり、楽しくこころもカラダも元気にしていきましょう。

お元気サロンお元気サロンお元気サロンお元気サロンお元気サロン介護予防教室

問い合わせ先　くらし安心課包括支援係　2-3408

会　　　場 開　催　日 時　　　間
保健福祉センター ８月　４日（火） 13：30～ 15：00

青苗支所 ８月２６日（水） 13：30～ 15：00

健康講話『良い睡眠について』　と　

� 『レクリエーション』を行います。

　７月８日、第７６回「社会を明るくする運動」内閣総理大臣メッ
セージが、函館保護観察所・下野 博史所長から、また「青少年
の非行・被害防止道民総ぐるみ運動」北海道知事メッセージが、
檜山振興局保健環境部・森 卓也くらし・子育て担当部長からそ
れぞれ伝達されました。
　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が犯罪や非行の防
止に努め、過ちを犯した人の更生について理解を深め安全で安心
な地域社会を築こうとする全国運動、そして「青少年の非行・被
害防止道民総ぐるみ運動」は、北海道の未来を担う青少年が社会
の一員として豊かな人間性や社会性を身につけ、たくましく育っ
ていくための非行と被害防止を図る道民運動です。

「社会を明るくする運動」・「青少年の非行・被害防止道民総ぐるみ運動」の伝達「社会を明るくする運動」・「青少年の非行・被害防止道民総ぐるみ運動」の伝達「社会を明るくする運動」・「青少年の非行・被害防止道民総ぐるみ運動」の伝達「社会を明るくする運動」・「青少年の非行・被害防止道民総ぐるみ運動」の伝達

伝達式及び役場前での記念撮影伝達式及び役場前での記念撮影

　奥尻町では、海藻がＣＯ２を吸収する「ブルーカーボン」に着目した取り組み 「サスティナブルアイラン
ド奥尻」 を進めています。
　今回、高校生の地域産業ボランティアを募集し、６月２１日に養殖試験を行っている海藻「ホソメコンブ」
の成果を関係者とともに確認しました。採取した昆布の葉の長さと幅を計測したところ、驚きの結果に。
　天然のホソメコンブは長さ１～２ｍ、幅５～１５ｃｍほどですが、今回養殖したものはなんと 長さ５ｍ以
上、幅３０ｃｍ以上 と、天然の３倍以上に成長していました。作業後はブルーカーボンの学習を行い、実際
のＣＯ２削減量を計測し、海藻が大きく育つほど、多くのＣＯ２を吸収してくれることを学びました。
　奥尻町では、次世代を担う高校生とともに、これからも豊かな海を活かした取り組みを続けていきます。

天然の３倍以上！ ホソメコンブが大きく成長
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問い合わせ先　財務課財政係　２-３４０３

　奥尻町では、１０月１７、１８日に町民の皆さんと一緒に、町の各事業を見直し、よりよい方向に進める
ための「おくしり町事業向上会議」を開催します。
　この会議は、町が行っているさまざまな事業について、現在の状況や課題を町民の皆さんと共有し、「こ
れからの奥尻町に本当に必要な事業とは何か」を一緒に考えていく取り組みです。

　８月上旬に、町内から無作為に抽出した町民の方へ、参加依頼の通知文書を送付します。通知が届いた方は、
内容をご確認のうえ、同封の申込用紙またはＱＲコードから、出欠についてご回答をお願いします。

　参加は任意です。専門的な知識や事前の準備は必要ありません。会議では、町から事業の説明を行い、有
識者による質疑や議論を聞いたうえで、ご自身の考えに近い方向性を選んでいただきます。会議では発言す
る場面は設けますが、発言しなくても参加できます。

　奥尻の未来をデザインする一人として、ぜひご協力をお願いします。

町のこれからを一緒に考えてみませんか

おくしり町 事業向上会議　～おくしりの未来をデザインする～

奥 尻 町 防 災 訓 練

※町民皆さんの多数のご参加をお願い申し上げます※

　町では、令和８年８月２８日（金）午前１０時から奥尻町防災訓練を実施します。
　今年も、シェイクアウト訓練、住民高台避難訓練などで町内全域を対象に実施します。
　上記訓練の終了後、一層の防災意識の向上を図るため、災害対策現地本部を奥尻港に設置し、奥尻島分屯基地・陸
上自衛隊第２８普通科連隊・海上自衛隊大湊地区隊・海上保安庁江差海上保安署・奥尻消防署・奥尻町消防団・函館
方面江差警察署・奥尻駐在所・青苗駐在所・北海道開発局函館開発建設部・渡島総合振興局函館建設管理部奥尻出張
所・檜山振興局地域創生部危機対策室・函館地方気象台・ ＮＴＴドコモとの連携による訓練を計画しています。訓練
の内容は、放水訓練・現場中継訓練、避難住民輸送誘導交通訓練、航空偵察訓練、海難救助訓練、救助者救急搬送訓練、
物資車両搬送訓練、救援物資輸送訓練、水門閉鎖訓練、交通誘導訓練、衛星通信中継訓練、炊き出し訓練等です。
　なお、詳しいことについては後日配布する回覧等で内容や時間等をご確認ください。

敬老の日に伴う記念品の贈呈について
　町では、長年にわたり社会にご貢献いただいた皆さまへの感謝とご長寿をお祝いするため、≪喜寿、米寿及び金婚（結
婚50周年）≫を迎えられる方々へ記念品を贈呈しております。

本年金婚を迎えられるご夫婦へ
　記念品の贈呈は、事前にお申し出いただいた方に限らせていただきます。
　該当されるご夫婦は、以下の内容をご確認のうえ、担当係までご連絡ください。
　なお、お申し出いただいた方につきましては、戸籍等による確認調査にご同意いただいたものとして、内容を確認
のうえ記念品を贈呈いたします。

【対　　象】　昭和５１年１月１日から１２月３１日までの間に婚姻届を提出されたご夫婦
【申請期限】　令和８年８月３１日（月）

※�昭和50年までに婚姻届を提出され、これまでお申し出のなかったご夫婦も対象となる場合がございますのでご相談
ください。

※喜寿、米寿の方はお申し出の必要はありません。

お申し出先：くらし安心課　福祉介護係【電話】０１３９７－２－３４０８
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北方領土返還要求署名キャンペーン北方領土返還要求署名キャンペーン北方領土返還要求署名キャンペーン北方領土返還要求署名キャンペーン北方領土返還要求署名キャンペーン

　我が国、国有の領土である歯舞群島・色丹島・国後島及び択捉島からなる北
方四島の早期返還の実現に向けて、様々な運動を展開しています。
　奥尻町でも、役場と青苗支所の窓口において署名コーナーを設置しています
ので、町民皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

８月１日から８月３１日まで
� 「北方領土返還要求運動強調月間」です。

令和８年度スポーツフェスタ　バドミントン競技の部
　奥尻町スポーツフェスタ実行委員会では、７月１１日（土）、１２日（日）
に令和８年度檜山管内スポーツフェスタ「バドミントン競技の部」を奥尻町
町民センターで開催しました。
　大会には、奥尻町、江差町、今金町、せたな町、乙部町の５町より計４１
名の選手が参加し、白熱した試合が行われました。また、スポーツを通して
各町の交流が盛んに行われました。

　令和８年度６月２５日、江差町文化会館において令和８年度
｢少年の主張｣ 檜山大会が開催されました。
　檜山管内７町から選出された１５名の中学生が出場し、社会
に向けた意見や未来への希望などについて、それぞれの考えを
発表しました。
　奥尻町からは、奥尻中学校３年の井田隼太さんと松前愛琉さ
んの２名が出場し、自らの考えを堂々と発表しました。

【問い合わせ】檜山振興局環境生活課道民生活係
　　　　　　 ☎０１３９－５２－６４９１

結果は以下のとおりです。

団体戦 個人戦

第１位　せたなチーム 第１位　せたな町　馬場・三津橋ペア

第２位　奥尻Ａチーム 第２位　奥尻町　　上田・斎藤ペア　

第３位　江差チーム　 第３位　せたな町　北川・南ペア　　

少年の主張
檜山大会が

開催されました。


